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井口 和彦 ＜和歌山県＞

全国初のサイクリング検定の実施、サイクルイベントを通じた乳がん検診の啓発活動、ナショナル
サイクルルート指定やサイクルトレイン運行と連携した観光客誘致等、自転車を幅広く活用しな
がら地域課題の解決に尽力。

山田 大五朗 ＜福岡県＞

元マウンテンバイク選手として、イベントやサイクルツーリズム推進を通じた地域振興、九州北
部豪雨災害復興支援に貢献。「自転車の完全循環利用型社会」実現のため、自転車再生
利用や定額利用サービス等の事業を運営。

●受賞者からのコメント

●受賞者からのコメント

災害復興支援イベント
（朝倉市・キリンクリテリウム）

地域を巡るガイド付きの
自転車体験プログラム

（Fukuoka サイクリングツアー） 自転車の定額利用サービス

サイクリング検定の実施 ナショナルサイクルルート（太平洋岸自転車道）
を活用したサイクルイベント
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今回このような賞を頂けたのは、平成19年に紀の川サイクリングクラブを発足して以来、
様々な方々のご支援とご協力の賜物と感謝申し上げます。今後ともサイクリングの魅力や
自転車文化の発信を通じて、和歌山を盛り上げていきたいと思います。

この度は、栄えある自転車活用推進功績者表彰を頂きましたこと、とても栄誉のあること
と感動しています。今後も、仲間と共に自転車を文化にするという目標に向かって邁進し、
子供から大人まで多くの方に自転車の楽しさを伝え、風を切る人生の素晴らしさを伝えて
参る所存です。本日は誠にありがとうございました。



東日本大震災の復興を後押ししようと2013年からスタートさせたイベントで、高い評価を
いただき、光栄です。この大会は「応援してたら、応援されてた」をキャッチフレーズに、被災
地の住民をはじめ、共催自治体、協賛企業など多くの方々のご支援で成長してきました。
大会を通じて観光振興にも貢献していると確信しております。

ツール・ド・東北実行委員会（主催団体 株式会社河北新報社ヤフー株式会社） ＜宮城県＞

東日本大震災復興支援のため2013年以来開催している「ツール・ド・東北」は国内最大
級規模（約4,000人）に。収益を積み立てた「ツール・ド・東北基金」により観光振興や復
興支援に貢献。

地球の友・金沢 ＜石川県＞

行政機関や地元高校生と連携した自転車の安全性向上の取組等で、金沢市が自転車
施策の先駆者となるよう貢献。そのノウハウを、全国会議の運営、国際会議での活動報告等
を通じ国内外に展開。

地元高校生との協力による
自転車安全マップの作成

●受賞者からのコメント

行政と連携した協議会による
自転車安全施策の推進

国際会議での活動報告

ツール・ド・東北 2019 震災の爪痕が残る
被災地（2013年）

沿道からの声援

●受賞者からのコメント
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住民参加による
自転車安全マップの作成

「地球の友・金沢」は今年で32年目を迎える地域の環境NGOです。平成12年からは
「環境と交通」の視点で、歩行者・自転車・クルマにも安全なまちづくりを目指してきました。
国・県・市・警察と連携して、安全な道づくり、交通安全教育、自転車全国会議など、自
転車利用環境の向上を目指しています。



那須ブラーゼン ＜栃木県＞

日本初の観光地での地域密着型ロードレースチームとして発足。地域ブランドのPRや累計
250回超、20,000人に及ぶ自転車安全教室のほか、コロナ禍においては、こども食堂などの
フードデリバリー、JAとの連携による農畜産物PRなど地域貢献に奔走。

西日本旅客鉄道株式会社和歌山支社 ＜和歌山県＞

●受賞者からのコメント

●受賞者からのコメント

自転車安全教室の開催 塩原温泉野菜デリバリー「しおバリー」

きのくに線沿線約150kmで予約不要・追加料金不要のサイクルトレインを全曜日で本格実
施。駅設備の改良やモデルコースの設定などの誘客強化で区間乗客数増を達成。
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サイクルトレイン（印南駅） ICOCAによる乗車車窓からの風景

こども食堂の運営

サイクルトレイン（和深駅）

栄誉ある賞をいただき大変嬉しく思います。この受賞は和歌山県をはじめとする多くの関
係者とご利用の皆様が支えてくださった結果であり感謝申し上げます。ローカル線を取り巻く
状況は大変厳しいですが、これからもこのサイクルトレインを魅力あるものに育てていき、地域
の活性化に貢献できるよう努めていきます。

この度、自転車活用推進功績者表彰を受賞できたことを大変嬉しく思います。今後も、
より多くの皆様に自転車の素晴らしさを知っていただき、安心して楽しんでいただけるよう、
様々な取り組みを行っていきたいと思います。



一般社団法人南アルプス山守人 ＜山梨県＞

マウンテンバイク振興にとどまらず、官民が連携したボランティアによるトレイル整備、森林保全、
移住促進等、地域全体の活性化に貢献。地域課題解決手段としてのマウンテンバイクの新
たな可能性を開拓。

一般社団法人日本パラサイクリング連盟 ＜福島県＞

障害者自転車競技の日本代表選手を育成し、東京2020パラリンピック大会では杉浦佳
子選手が２種目で金メダル獲得。タンデム車活用・普及を通じた障害者の社会参加促進、
いわき市への交流施設開設を通じて、自転車文化の発信や地域活性化に貢献。

●受賞者からのコメント

●受賞者からのコメント

自転車文化発信・交流拠点
「NORERU?（ノレル）」開設

（いわき市）杉浦佳子選手

会員による森林保全活動（清掃）会員による山道整備 地域社会との交流機会の創出、
マウンテンバイク愛好家の移住促進
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タンデム自転車
乗車体験

障がい者のスポーツ団体と地域が連携した活動に対して評価いただき大変うれしく思いま
す。自転車は誰にでも楽しめる乗り物です。これからも自転車を通じて社会を明るく元気に
できればと思います。本日は誠にありがとうございました。

私たちはマウンテンバイクを使って地域貢献活動をしています。そのためにも、私たちが1番
やりたい事は「マウンテンバイクの制度化」です。健全なマウンテンバイクフィールドが普及する
ことで、山林環境保護や人びとのふれあいがさらに実現し、日本の地方創生と言う、地域と
共存する素晴らしい巨大なフィールドを作り上げていきます。



コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 ＜東京都港区＞

コロナを契機に新たな自転車通勤制度を導入。交通事情や天候等に応じて、日によって自
転車通勤を選択することが可能とし、通勤手当も柔軟に支給。自転車通勤のしやすさにもつ
ながるカジュアルなビジネススタイルを提唱するとともに、複数のメディアを活用しながら、自転車
通勤の取組を積極的に発信。

飲料メーカー

株式会社シマノ ＜大阪府堺市＞

広く一般に向けた自転車通勤専用のWEBサイトを開設し、自転車通勤の効用を科学的
根拠で見える化するとともに、駐輪場や自転車保険、盗難対策などの情報も含め積極的に
発信。従業員のヘルメット着用義務付けやヘルメット購入補助を実施。入浴施設やロッカー
ルームの設置など自転車通勤の環境を整えているほか、パンク修理など実践的な講座を実施。

自転車部品、釣具関連等製造・販売

●企業からのコメント

●企業からのコメント

自転車通勤専用WEBサイト「MIND SWITCH」

地方自治体職員向け講習

自転車通勤のしやすさにもつながるカジュアルなビジネススタイル
「Sawayaka Style」
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社内の入浴施設 社内の駐輪場

この度は非常に栄誉ある「優良企業」に認定いただき誠にありがとうございます。コカ･コーラ
ボトラーズジャパンは、社員の心身の健康維持向上と環境負荷低減に貢献することを目的
として自転車通勤を推進してまいりました。今後も健康経営やウェルビーイングの推進ととも
に自転車活用に関する議論を継続してきたいと考えます。

自転車部品を製造する企業として、自転車文化の向上を目指す活動にも注力していま
す。地球環境保全にも皆様の健康にも役立てる自転車の活用推進を、今後も着実に行っ
ていきたいと考えております。



令和４年度「自転車活用推進企業」優良企業として表彰を賜りましたこと、関係者一
同この栄誉に感謝申し上げます。弊社は、安全への取り組みを重要視しており、教育訓練
や従業員自ら積極的に試行錯誤しながら日々改善に努めています。今回の受賞を励みに
して、今後もより良い活動が出来るように取り組んで参ります。

ブリヂストンサイクル株式会社 ＜埼玉県上尾市＞

自転車通勤に関する交通安全教育について相談のあった企業や自治体に対し、各々の
ニーズに合わせた講習を対面又はオンラインで実施。「宣言プロジェクト」制度の紹介、交通安
全教育の動画提供、講師としての従業員派遣、乗り方の実技講習など幅広く活動。

自転車製造・販売

株式会社マスター ＜大阪府堺市＞

自転車体験シミュレーターを活用した安全教育や、自動車ドライバー向けの自転車の視点
からの安全教育を実施するとともに、従業員が自主作成した通勤経路の「ヒヤリハットマップ」を
安全教育に活用。防犯カメラやミラーの設置など、駐輪場の防犯・安全対策も強化。

石鹸製造・販売、化粧品・医薬品販売

●企業からのコメント

●企業からのコメント

地方公共団体向け講習会

通勤経路のヒヤリハットマップ
駐輪場への防犯カメラ・

ミラー設置
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地方公共団体向け講演資料

当社のこれまでの取り組みを、このように評価いただけたことはとても光栄です。今後も当
プロジェクトの優良企業として、自転車通勤をはじめ、より安心で心地よいモビリティライフを
支えられるよう、継続して活動していきたいと思います。


